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前回紹介した Sayceによる植字・組版上の慣行に基づく印刷地・

出版年の見分け方は、海賊版などのような正しい出版事項を匿した

本の実際の印刷地・出版年を推定する手がかりのーっとして、記述

書誌の編纂や出版史研究などで広く利用されてきました1)。今回は、

17世紀イタリアのナポリの書物を対象に Sayceの方法を検証したc.
Dumontetの論文と、 Sayceが取り上げなかった本文(テクスト)部分

の植字慣行に注目して印刷地の推定を行う C.J.Mitchellの方法と R.A.

Leighの方法を紹介します。

Sayceは、 1530-1800年の聞にヨーロッパで出版された 2800冊以

上の書物を調査しましたが、国別のサンプル数でみると、多い国でフラ

ンス 932冊、オランダ667冊、イギリス・アイルランド 377冊、サ

ンプル数の少ない国だとベルギー 90冊、スペイン・ポルトガル 41冊、

デンマーク・スウェーデン 15冊に過ぎません。できるかぎり精確に

国・地域別の特徴や時期的な変化・動向を捉えるためには、必ずしも

このサンプル数では十分で、なく、もっと数を増やす必要があるでしょ

う。 Sayce自身もサンプル不足を自覚しており、後続の人たちが各国・

地域を対象にした補充調査を行うことによって彼の鑑定方法が改訂さ

れていくことを期待していましたが、残念ながらそのような研究はほ

とんど現れていません。その数少ない研究のーっとして、 17世紀イ

タリアのナポリを対象にした C.Dumontet論文2)があります。

Dumontet は、 Sayceの鑑定方法の信頼性を検証し、また特定地域
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に限定して詳細に調査することによる新しい知見の入手を目的に、 17

世紀ナポリで出版された図書414点の調査を行いました。その結果、

Sayceの鑑定方法は基本的に信頼できるものであるが、 Sayceがイタ

リアの慣行として指摘した特徴とはやや異なるナポリの地域的な慣行

が見つかっており、 Sayceの鑑定方法を利用する時には注意する必要

のあることを明らかにしました。

Sayceによる「イタリア」の一般的特徴と 17世紀のナポリの特徴

との主な相違点としては、以下の点が指摘されている。

. Sayceは、イタリアにおいてアラビア数字の出版年表記は常に使

用されるものの、ローマ数字の出版年表記に比べるとかなり少な

いとしているが、ナポリではローマ数字表記とアラビア数字表記

との割合は6対4程度である。

. Sayceは、イタリアにおけるローマ数字の出版年表記の仕方とし

て、区切りを入れない rMDCLIIJの形が非常に一般的であると

し、千と百の桁をドットで区切る rM.DC.LIIJの形は決して稀

とはいえないが前者の方が支配的であるとしている。しかしナポ

リでは、逆にドットで区切る形(61%)の方が区切りをいれない形

(32%)よりも多かった。

・ローマ数字の変形で出版年を表記する形のうちrIJが飛び出て
いない形 rCI)I)LIIJに関して、 Sayceはほかの国・地域に比べ

イタリアにおいて (rMDLIIJ形が一番支配的であるが)最も頻繁に用い

られるとしているが、ナポリでは約5%と少なかった。

-前付部分の折記号に関して、 Sayceはイタリアでパラグラフ(明)

を用いている例がなかったとして、これが用いられていた場合イ

タリアで印刷されたのではない乙との根拠となりうる可能性を指

摘しているが、ナポリでは6例(1.8%)で使用されていた。

-本文部分の折記号 rSf(長いs)とSsJと rVuとVvJに関して、

Sayceはイタリアにおいては時期的な展開が明確で 17世紀末ま

では rSfJと rVuJが支配的で、それ以降は rSsJと rVvJが

支配的となったと指摘している。しかしナポリでは rSsJとrVvJ

が1660年代からかなり使用されるようになり、とくに rSsJは

1670年代以降その割合は 50%を超えていた。
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Dumontetの調査は、 Sayceがイタリアの植字・組版慣行の特徴と

指摘している事柄が基本的に信頼できるものであることを確認したと

いう点で評価できるし、また少なくとも 17世紀ナポリに限定した場

合、出版年のローマ字表記の仕方の食い違いや前付部分の折記号にお

けるパラグラフ使用例が(数が非常に少なL、とはいえ)存在したことの指

摘は有用な情報といえるでしょう。しかし分析の対象がナポリという

地方都市の出版物に限定されているために、ナポリの植字・組版慣行

がイタリア諸都市の慣行と一致しているのか否か、またイタリア全体

の出版物のなかでナポリの出版物が占める割合などが明らかにされな

い限り、 Dumontetの調査結果を Sayceの方法に組み込むことは難し

L 、ように思われます。

Sayceが識別の手がかりとして利用したのは、本文部分の植字慣行

ではなく出版年、折記号やキャッチワードなど、本文をとりまく部分

でした。本文部分の植字、つまり文章を活字で組んで、いく際に、国-

地域別の特徴が現れないのでしょうか。そのようなことはありません。

18世紀の書物の場合、 C.J.Mitchellは引用符(quotationmarks)の付

け方に、そしてR.A.Leigh はparagraphcapitalisationの使用に、国-

地域別の特徴が現れることを明らかにしています。

Mitchell 3)は、これまで取り上げられることのなかった引用符に注

目し、 BritishLibraryのGeneralCatalogueから無作為抽出した 18

世紀ヨーロッパで出版された書物513点のなかから、引用符が使用

されていた 251点を対象に分析を行いました。 18世紀に限定した理

由として、この調査がEighteenthCentury Short-Title Catalogueの

編纂との関連で行われたことと共に、ヨーロッパにおいて 18世紀初

頭までは引用符の付け方に変化がないため見分けがつかないこと、ま

た18世紀末からは現在と全く変わらない引用符の付け方が現れ始め

たことを挙げています。

現在の引用符の付け方は、記号の形はともかく、引用する文章の

出だしの部分(opening)と終結部分 (closing)の2箇所に引用符を入れ

ます[以下、前者を「始めの引用符」、後者を「終わりの引用符」と表記します]。し

かし 18世紀の書物には、第 1図にみられるように、始めの引用符と
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終わりの引用符、それに引用文が数行に渡るときに各行の先頭部分

(marginal)に入れられる引用符[以下、「行頭の引用符」と表記します]の 3

種類が使用されていました。

Mitchellは、 18世紀の書物に使われているこれら 3種類の引用符

がそれぞれどちらの方向に向いた付き方をされているか、その組み合

わせに注目することによって、以下のような国・地域別の特徴がある

ことを指摘しています。

・フランスでは、引用符の形(コン7、ギュメなど)がなんであれ、終

わりの引用符(州、てL、る場合)と行頭の引用符とが共通している(同

じ方向を向いている)のに対し、始めの引用符は逆の方向を向いてい

る。

・プランス以外の国々では、引用符の形(コン7、ギュメなど)がなん

であれ、始めの引用符と行頭の引用符とが共通している(同じ方向

を向いている)のに対し、終わりの引用符(付いている場合)は逆の方

向を向いている。

なお、始めの引用符と行頭の引用符とがインパーテッドコンマ

(r 'J r" J :倒立したコンマ invertedcomma)で、終わりの引用符が肩上
の高さの倒立していないコンマ(r' J r" J : e!evated non-inverted comma) 
である場合は、英語圏の特徴である(コンマがシングル (r'J r' J)で
もダブル (r“Jr" J)でも 41)。
・プランスとイギリスとで対比した場合、終わりの引用符が付けら

れていない書物、とくに 18世紀末の書物でそうならば、フラン

スで印刷されたものであることを示唆している 5)。

行頭の引用符が無い場合、イギリスで印刷されたものであること

を示唆しているへ

J.-J. Rousseauの研究者・書誌学者である Leigh7)は、長年 18世

紀のフランスを中心にヨーロッパの書物に触れてきた経験から、本文

部分の植字慣行の中の paragraphcapitalisationが印刷地の推定の手

がかりになることに気づきました。第2図にみられるように、これは

各段落の出だしの語あるいは数語を大文字だけで組むことを意味して

Lミます8)。
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Leighは、 paragraphcapitalisationについて組織的な調査を行った

わけではないために、国・地域別の特徴を明確化することはできませ

んでしたが、フランスのパリで印刷された書物には、どの種類であれ

paragraph capitalisationを見つけることは極めて困難である、つまり

例外はあるものの、 paragraphcapitalisationが行われている書物はパ

リで印刷されたものではないと一応判断できるとしています。ただし、

paragraph capitalisationが行われていないからといってパリで印刷さ

れたと判断することはできないことに注意する必要があります。

引用符の付け方も paragraphcapitalisationも、それ単独では印刷

地を推定するための手がかりとしては十分な決め手とはなりません

が、 Sayceの方法と組み合わせることによって、威力を発揮するでしょ

う。ぜひ身近にある西洋古版本を対象に試してみて下さい。

(つづく)

I注l
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4)シングルの引用符の使用は英語圏の特徴であるとされる。

5)イギリスでは 18世紀の最初の 30年間で始めの引用符と終わりの引用符とがほぼ必

ず付けられるようになったが、ヨーロソパ大陸では始めの引用符が付いていても、

終わりの引用符が付けられていないことはよくあるという o その点を考慮すると、「終

わりの引用符がない場合、英語圏で印刷されたものではないことを強く示唆してい

る」という Mitchellによる別の表現の方が適切のように思われる。

6)行頭の引用符は 18世紀末には徐与に消え始めたが、とくにイギリスではそれよりも

早く使用しなくなっていったという。

7) Leigh， R.A. Unsolved problems in the bibliography of J.-J. Rousseau. Edited by J.T.A. 

Leigh. Cambridge: Cambridge University Press， 1990. p.25-50. 

8) Leighは、 paragraphcapitalisationを以下の3種類に分けている。
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①f臼ω叫u凶凶l日1p阿a町ra棺gra刑p凶hc叫a叩削刷pが凶i江旧t旬a山 at剛:最初の語掛カが12字均か溢らなる語である場合に次の語を大文
字化したり(例;ON DIT que)、疑問文のように語をハイフンで繋いでいる場合1

語扱いして大文字化する(例;POURROIT-ON)。

② biliteral capitalisation ; 2字からなる語を含め、最初の語のみを大文字化する(例:

IL est) 

③ monol山 ralcapitalisation ;例え 1字からなる認であろうと、最初の語のみを大文字

化する(例;A dire vrail。

18世紀のヨーロッパで出版された本には、 paragraphcapitalisationが行われていな

L 、書物も数多くあります。そのような書物でも、一番最初の文章の出だしの語(ある

いは数語)を大文字だけで組んでいる本をよく見かけますが、これはあくまでも一番

最初の文章の出だしだけに限られ、段落毎に繰り返される訳ではないので、 paragraph

capitalisationではありません。
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